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( 1 )  農 用 地 や 農 業 水 利 施 設 等 の 保 全 管 理 で の 検 討 事 項  

先 祖 伝 来 よ り 営 々 と し て 受 け 継 が れ 耕 作 さ れ て き た 農

地 が 今 そ の 目 的 を 果 た せ な い 危 機 に 直 面 し つ つ あ る 。  

そ の 背 景 と し て 、 1 ) 日 本 経 済 の 地 価 高 騰 か ら 波 及 し た

農 地 転 用 の 増 加 、 2 ) 外 国 産 農 産 物 の 輸 入 増 大 に 伴 う 国 内

給 率 の 低 下 に よ る 農 地 利 用 の 減 少 、 3 ) 農 業 の 担 い 手 の 減

少 と 高 齢 化 に 伴 う 不 作 付 農 地 の 増 大 と 耕 作 放 棄 農 地 の 拡

大 、 な ど が 挙 げ ら れ る 。  

一 方 で 、 基 幹 的 な 農 業 水 利 施 設 の 相 当 数 は 、 戦 後 に 集

中 的 に 整 備 さ れ て き た こ と か ら 順 次 老 朽 化 が 進 行 し 、 更

新 が 必 要 な 時 期 を 迎 え る 施 設 が 増 加 し て き て い る 。他 方 、

国 と 地 方 の 厳 し い 財 政 状 況 が あ り 、 既 存 ス ト ッ ク の 有 効

利 用 に よ り 施 設 の 機 能 を 効 率 的 に 保 全 す る こ と が 求 め ら

れ て い る 。  

こ の こ と か ら 、 農 用 地 の 保 全 管 理 で は 、 市 街 化 区 域 内

に あ る 農 地 の 無 秩 序 な 転 用 防 止 や 国 内 農 産 物 の 消 費 拡 大

に よ る 農 地 利 用 の 増 加 を 図 る こ と や 、 耕 作 放 棄 地 の 再 生

利 用 も 検 討 す べ き で あ る 。  

一 方 で 、 食 の 欧 米 化 や 外 部 化 に よ り 畜 産 物 や 油 脂 類 の

需 要 は 増 え て お り 、 そ れ ら に 対 応 で き る 戦 略 作 物 の 生 産

体 制 の 検 討 は 急 務 で あ る 。 ま た 、 規 模 拡 大 の 意 欲 の あ る

農 業 者 に 向 け て 、 優 良 農 地 の 利 用 集 積 に 向 け て 、 遊 休 農

地 の 有 効 活 用 や 、 既 存 ス ト ッ ク の 有 効 活 用 に 向 け た 、 農

業 水 利 施 設 の 機 能 保 全 を 行 う た め の 統 一 的 な 仕 組 み や 技



術 指 針 の 整 備 な ど も 検 討 す べ き で あ る 。  

( 2 ) 重 要 な 技 術 的 課 題  

上 記 の 検 討 し な け れ ば な ら な い 項 目 の 中 で 、 重 要 と 考

え る 技 術 的 課 題 と し て 、 ① 食 生 活 の 変 化 に 対 応 し た 生 産

体 制 の 構 築 、② 既 存 ス ト ッ ク の 有 効 活 用 、が 挙 げ ら れ る 。  

こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る た め の 技 術 的 提 案 は 下 記 の と

お り で あ る 。  

①  食 生 活 の 変 化 に 対 応 し た 生 産 体 制 の 構 築  

課 題 の 解 決 策 と し て 、 水 田 の 汎 用 化 を 進 め る べ き で あ

る 。 具 体 的 に は 、 圃 場 整 備 に よ り 通 常 の 肥 培 管 理 で 麦 ・

大 豆 等 の 戦 略 作 物 を 栽 培 で き る よ う 、 水 田 に 排 水 路 や 暗

き ょ な ど 地 下 水 位 を 調 整 す る た め 制 御 シ ス テ ム の 整 備 を

行 う も の で あ る 。  

②  既 存 ス ト ッ ク の 有 効 活 用  

課 題 の 解 決 策 と し て 、「 予 防 保 全 」に よ る ア セ ッ ト マ ネ

ジ メ ン ト を 導 入 す べ き で あ る 。 そ の た め に は 、 １ ） 施 設

の 変 状 及 び 劣 化 に よ り 性 能 低 下 に 至 っ て い る か を 効 率 的

に 判 断 で き る 診 断 手 法 の 構 築 、 ２ ） 老 朽 化 の 進 行 予 測 技

術 の 確 立 、 ３ ） 補 修 更 新 計 画 に 対 す る 効 果 的 な 対 策 工 法

の 導 入 、 ４ ） Ｌ Ｃ Ｃ の 最 小 化 を 図 る ラ イ フ サ イ ク ル マ ネ

ジ メ ン ト の 推 進 、 な ど の 技 術 指 針 の 整 備 を 行 う 。  

（ ３ ） 効 果  

③  食 生 活 の 変 化 に 対 応 し た 生 産 体 制 の 構 築 に よ る 効 果  

水 稲 と 畑 作 物 の 選 択 的 作 付 を 可 能 と す る 農 業 生 産 基 盤



の 整 備 に よ り 、 麦 ・ 大 豆 等 の 戦 略 作 物 等 の 収 量 の 増 大 や

作 付 面 積 の 拡 大 な ど 、 作 物 の 品 質 及 び 生 産 性 の 向 上 、 高

収 益 な ど の 効 果 が 期 待 で き る ほ か 、 食 料 自 給 率 の 向 上 に

も 寄 与 す る も の で あ る 。  

な お 、 実 施 す る 際 の 問 題 点 と し て 、 対 象 地 区 下 流 の 外

水 位 が 高 く 、 そ れ を 下 げ る 方 法 が な い た め に 、 排 水 路 の

排 水 位 が 常 時 高 く な り（ 水 位 が 田 面 高 程 度 ）、ほ 場 の 排 水

不 良 が 起 こ す ケ ー ス が あ る 。 こ の 場 合 、 排 水 路 の 水 位 を

下 げ る 前 提 と し て 、 水 路 網 全 体 の 大 幅 な 改 修 な ど 、 下 流

側 と の 水 利 調 整 協 議 を 行 う 必 要 が あ る 。  

④  既 存 ス ト ッ ク の 有 効 活 用 に よ る 効 果  

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 導 入 に よ り 、 ア ） 適 切 な 管 理

水 準 の 維 持 や 長 寿 命 化 を 図 る こ と で 、 イ ン フ ラ の 整 備 ･

維 持 ･ 補 修 ･ 更 新 に か か る 費 用 を 最 小 化 、 イ ） 長 期 的 視 点

か ら 計 画 的 に 維 持 ･ 補 修 ･ 更 新 を 実 施 す る こ と で 、 大 規 模

補 修 や 更 新 投 資 の 平 準 化 、 ウ ） 既 存 の 農 業 水 利 施 設 の 機

能 を 向 上 さ せ た り 、 不 要 に な っ た 施 設 を 新 た な 機 能 を 持

つ イ ン フ ラ へ 再 生 、 等 の 効 果 が あ る 。  

 導 入 に あ た っ て の 問 題 点 と し て 、 保 全 管 理 の た め に 研

究 が 行 わ れ て き て い る も の の 、 デ ー タ の 蓄 積 が 十 分 で な

い こ と か ら 、 各 地 区 で の 実 施 の 際 に は 、 研 究 結 果 を フ ィ

ー ド バ ッ ク さ せ つ つ 、そ れ ぞ れ の 地 区 の 施 設 構 造 や 環 境 、

立 地 条 件 等 を 十 分 考 慮 ・ 分 析 し て 対 応 す る 必 要 が あ る 。

― 以 上 ―  


